

















































































 (土宜法龍宛書簡、1903 年 6 月 30 日) [全集 7：329] 
 
 上記は、熊楠が那智へ来てから約 2 年を経た時に記された書簡である。熊楠が、那智へ持って行っ
たものは『華厳経』『源氏物語』『方丈記』、あとは小説、随筆、植物に関する書籍だけであった。しか
し、実は、熊楠はこの書簡を記した約 7 ヶ月後、自身の「病態」を認識して行く上でも、欠かせない
本を入手することになる。それが Human Personality and Its Survival of Bodily Death vol,1 & 2(以
下、本稿では HP と略記する)であった。また、自身の「病態」を知るためのみならず、熊楠は読了
後、民俗学に関する論考執筆のためにも、この本をしばしば参照している 2。 
HP は、1903 年 2 月に英国で発刊された。この書物は、英国心霊現象研究協会（The Society for 
Psychical Research、通称 SPR3）の重鎮フレデリック・W・H・マイヤーズ(Frederick William Henry 
Myers4、1843～1901 年、古典文学者・詩人。「テレパシー telepathy」や「超常 supernormal」な
                                                   
2 マイヤーズ及び「テレパシー telepathy」に関しては、拙稿「南方熊楠と「テレパシー」という言葉に関する考



















箕作を通じて SPR を知っていた可能性は高い。箕作は、1885 年 3 月 25 日発行『東洋学芸雑誌』(第 42 号、東洋




















て初めて言及したのは 1903 年 8 月 8 日付土宜法龍宛書簡においてである(HP が英国で発刊されたのは 1903 年
2 月)。 
  今年 Myers という人、一生かかりてかのロンドン不思議会をしらべたる研究の結果として Human 








1 章 序論 
Ⅱ. DISINTEGRATION OF PERSONALITY 
2 章 人格の分裂 
Ⅲ. GENIUS 
3 章 天才 
Ⅳ. SLEEP 
4 章 睡眠 
Ⅴ. HYPNOTISM 
5 章 催眠術 
Ⅵ. SENSORY AUTOMATISM 
6 章 知覚の自動作用 
＜vol,2＞ 
Ⅶ. PHANTASMS OF THE DEAD 
7 章 死者の幻影 
Ⅷ. MOTOR AUTOMATISM 
8 章 筋肉上の自動作用 
Ⅸ. TRANCE, POSSESSION, AND ECSTASY 
9 章 トランス・憑依・エクスタシー 
Ⅹ. EPILOGUE 
10 章 結語 
 
の全 10 章から成っている。この大著は 2015 年 12 月現在、まだ和訳されていない。 
熊楠は、那智山に孤居していた頃、正確には 1904 年 2 月 12 日に、この書を取り寄せている。届く
や否や、熊楠はこの大著を読みふけっている。そして、およそ 2 ヶ月かけて読破した。HP 入手後、
読了まで、熊楠の日記には「夜臥内にて Myers よむ。」などといった記述が毎日のように見られる。 
 那智山という聖地独特の「空気」のせいであろうか、HPをあまりにも熱心に読んだせいであろか、
熊楠は、この聖地において、さまざま不思議な経験をしている。 
                                                   
(1903 年 8 月 8 日付土宜法龍宛書簡) [全集 7：392] 
上記は、熊楠が英国から帰国後の書簡であるが、彼は在英時代から SPR の存在は知っていた。法龍から SPR の
調査依頼まで受けている(結局、熊楠は調査を行わなかった[唐澤 2015 参照])。一方、熊楠(1900 年 9 月 1 日、ロ
ンドンから日本へ帰国の途につく)と入れ違いで英国に留学(1900 年 10 月月 28 日ロンドン到着)した文豪・夏目















































































(1904 年 6 月 21 日付土宜法龍宛書簡)[南方：66]（下線―唐澤） 
 
ここでは、上述した二つの日記の記事を合わせたようなものになっている。つまり「糸」＝黒き紐
(1904 年 3 月 10 日)で体と頭をつないで、「ろくろくび」＝飛頭蛮(1904 年 4 月 25 日)のように部屋
の外を飛び回ったと述べている。 





るを知るといえども、繰り返し繰り返しかくのごとくなるを禁じえざりし。その後 Frederic W. 
H. Myers, ‘Human Personality,’1903, vol. ii, pp.193, 322 を読んで、世にかかる例尠なから
ぬを知れり。 




さらに大仰になる傾向が見られる 5。この OBE もその例外ではないかもしれないが、最も大事な点










簡では 14 本(土宜宛書簡)及び 20 本(小畔四郎宛書簡)〕、論考では 40 本(1911 年 6 月 10 日～18 日「千里眼」『和



















2, Human Personality and its Survival of Bodily Death における記述から 
 
熊楠は、上述した「睡眠中に霊魂抜け出づとの迷信(1)」の中で、自分の経験した OBE のような出
来事を「Frederic W. H. Myers,‘Human Personality,’1903, vol. ii, pp.193, 322」で読んだことが
あると書いている。しかし、これではあまりにも読み手に対して不親切である。そこに何が書かれて
いるのか、当時の日本の一般読者には皆目検討もつかなかったであろう。 
上記の論考で示されている HP において、熊楠が参照した個所（vol.2 の 193 頁と 322 頁）の内容
は、以下の通りである。 
 
CAPTER IX, TRANCE, POSSESSION, ECSTASY, p.193 
 The next main subject which fell under our description was sleep. And this state―the 
normal state which most resembles trance―has long ago suggested the question which first 
hints at the possibility of ecstasy, namely, What becomes of the soul during sleep? I think 
that our evidence has shown that sometimes during apparent ordinary sleep the spirit may 
travel away from the body, and may bring back a memory, more or less confused, of what it 
has seen in this clairvoyant excursion. This may indeed happen for brief flashes during 
waking moments also. But ordinary sleep seems to help the process; and deeper states of 
sleep―spontaneous or induced―seem still further to facilitate it. In the coma preceding 
death, or during that “suspended animation” which is sometimes taken for death, this 
travelling faculty has seemed to reach its highest point. 
 




















APPENDICES, TO CHAPTER VII, p.322 
A case similar in many respects to the one just quoted is that of the Rev. L. Bertrand, given 
in Proceedings S.P.R., vol. viii. p.194. During a dangerous ascent of the Titlis, Mr. Bertrand 
separated from his companions, sat down to rest, and became paralysed by the cold. His head, 
however, remained clear, and he experienced the sensation described by Dr. Wiltse of passing 
out of his body and remaining attached to it by “a kind of elastic string.” While in this 
condition, he had clairvoyant impressions about his absent companions, and much 
astonished them on their return by describing their doings to them.  
 
7 章への付録 322 頁 










した。a kind of elastic string（伸縮自在のひものようなもの）とは、熊楠の経験した「黒い紐」と類















重さは 1425 グラムであった。成人の平均（1300～1400 グラム）より少し重い程度である。しかし、
脳溝









ニック院長）が、3 次元 MRI を用いて、熊楠の脳髄を詳細に検査したところ、右海馬の萎縮が見ら
れたという 7。 
そして近年、この側頭葉てんかんと「体外離脱(OBE)」に深い関係があることがわかってきている。
科学雑誌 Nature の 2002 年 9 月 19 日号には、 ‘Stimulating illusory own-body perceptions―The 





で刺激したところ、患者にはまず "sinking into the bed(ベッドに沈んでいく)" あるいは "falling 
from a height (高いところから落ちている)"という感覚が生じた。そして、刺激を 3.5mA に上げる








 (1935 年 1 月「蓮の花開く音を聴くこと」『ドルメン 4 巻 1 号』) ［全集 5：100］（下線―唐澤） 
7 扇谷による、熊楠の側頭葉てんかんについての詳細は、以下を参照。 
1）Murai T, Hanakawa T, Sengoku A et al. ‘Temporal lobe epilepsy in a genius of natural history: MRI 
volumetric study of postmortem brain’. Neurology ; 50: 1373-1376, 1998. 
 2）扇谷明「南方熊楠のてんかん：病跡学的研究」、『精神神経学雑誌』、第 108 巻第 2 号、2006 年 
那智山における超感覚的知覚現象 
43 

















彼は、おそらくこの語について、HP で知ったものと思われる。熊楠が、初めて promnesia という言
葉を用いるのは、1904 年 3 月 24 日付土宜法龍宛書簡においてである。日記からもわかるのだが、こ













(1904 年 3 月 24 日付土宜法龍宛書簡)[全集 7：461]（下線―唐澤） 
 
熊楠は、自分に、この promnesia(前知謬)が多いことを自覚していた。HP の vol.1 には、promnesia
について、以下のように記載されている。 
 
 GLOSSARY p.xx 
Promnesia.――The paradoxical sensation of recollecting a scene which is only now occurring 
for the first time; the sense of the déjà-vu. The term paramnesia, which is something given 
東洋大学「エコ・フィロソフィ」研究 Vol.10 
44 
to this sensation, should, I think, cover all forms of erroneous memory, and cannot without 
confusion be used to express specifically this one anomalous sensation.  
 


















  (未発表手稿「古谷氏の謝意に答え三たび火斉珠について述ぶ（上）」)[全集 6：472] 
（下線―唐澤） 
 
熊楠は、上記で「この病」と言うように、promnesia を「病」であるとしている（前述の 1903 年















































熊楠は、日記において、HP の内容に言しばしば言及している。1904 年 3 月 31 日には以下の内容












1904 年 3 月 31 日 




HP,vol.2 の 878 節（8 章）には、以下のような文章がある。 
 
  CHAPTER VIII, MOTOR AUTOMATISM, p.185 
Along with these powers, which, on the hypothesis of the soul’s independent existence, are 
at least within our range of analogical conception, we have noted also a precognitive capacity 
of a type which no fact as yet known to science will help us to explain. 
 






 つまり予知能力（precognitivie capacity）は、まだ科学でも分からないということである。 
precognition とは、いわゆる「予知」のことである。ちなみに熊楠は、これを「知未来」と訳して
いる(1904 年 6 月 21 日付土宜法龍宛書簡)[南方：68]。HP の用語集には以下のようにある。 
 
GLOSSARY p.xx 
Precognition.――A knowledge of impending events supernormally acquired.  
  

















































                                                   
9 確かに、1926 年 4 月 24 日には、三田村から、以下のようなはがきが熊楠に送られている。 
此程例の連中にて『彗星』相始め、春陽堂より呈覧仕候筈に御坐候。右、上載致度候間、高文一篇御与成
被下度御願申上候。願用まで。 



































を鼓するがごときを tact という）ということ、もっとも肝心なり。東洋のことには tact まことに多し、西
洋人にはこのこと少なし。 



































 熊楠による 1904 年 3 月 27 日の日記には、以下のようにある。 
 
  1904 年 3 月 27 日 陰 
  Ⅱ, p.262, l.3 from below 
  虫の物を見るが如し。面前の処のみ見る。 
  過たるは過去、未来は未見なり。然し何れも実に現にあるなり。 
  死者現世の成行を知るは、死者の瞬間現世の人の数時に当る也。 





マイヤーズは、熊楠の示すHP vol.2の262頁で、“men’s minds must needs have a certain openness 
to other mysterious transmission(人の心は不可思議な他の伝達〔ex. テレパシー〕に対してある種







CAPTER IX, TRANCE, POSSESSION, ECSTASY, p.262 
Still more unwelcome is the further view that the so-called Future actually already exists; 
and that apparent time-progression is a subjective human sensation, and not inherent in the 
universe as that exists in an Infinite Mind. 
 
















 ちなみに、熊楠が「(Myers, Ⅱ , p.57)み合わすべし」としている箇所は、HP vol.2 の 7 章

















































別巻 1、2』、平凡社、1971～1975 年 
2、『南方熊楠日記』は、『日記』と略記した。 
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